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概概概概        要要要要    

    

プラスチックの熱伝導性は、電子機器の小型化に伴う放熱対策や CFRP 等の

複合材料における熱劣化対策に重要な特性である。本技術では、低フィラー充

填量で高熱伝導率が発現するために積層型フィラーの剥離技術とフィラー／

樹脂間の界面設計技術を開発し約２０～100％の熱伝導率向上に成功した。

（図）。 
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（（（（優位性優位性優位性優位性））））    

従来技術では、熱伝導率の向上のためには、プラスチック中へ無機フィラーの

高充填化が必要であり、フィラーは樹脂より高比重のために部材の重量増につ

ながってしまうという問題があった。本技術では、積層型フィラーを剥離して

熱伝導パスに必要な構造を低フィラー充填量で形成することに成功したため、

競合技術に対する優位性は高いと考えられる。 

本技術本技術本技術本技術のののの    

有用性有用性有用性有用性    

従来品と比べて低フィラー充填量で熱伝導率が約 20～100%向上しており、

軽量性の放熱対策樹脂及び熱劣化対策樹脂への有用性が高いと考えられる。 

関連情報関連情報関連情報関連情報    

（（（（図図図図・・・・表表表表・・・・写真等写真等写真等写真等））））    

 

 

図１．開発フィラー充填品は従来品と比べて熱伝導率が大幅に向上した 
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